
 
 

 

 

   

 

 

 

 

１ はじめに 

 加茂市は新潟県のほぼ中央に位置し、古

くから北越の小京都といわれる人口約

25,000 人の風光明媚なまちです。 

 本市では毎年２名ほどが自治大学校へ入

校しています。自治大学校を卒業し活躍さ

れている先輩方を見て、いつか自分も行け

たらと思っていました。 

昨年度末に自治大学校入校について希望

を出したところ選んでいただき、第２部課

程第 196 期生として入校しました。 

 研修の約２か月間、職場を留守にするこ

とに戸惑いもありましたが、せっかくの機

会、自身のスキルアップと今後の加茂市の

ためにと快く送り出してくれた上司や同僚

に感謝しています。 

 

２ いざ、東京へ 

私は、５月 30 日からの第２部課程の受講

でしたので、基本法制研修はｅ－ラーニン

グでの事前履修となりました。なんとか基

本法制研修を修了し東京への出発に向け準

備を進めました。 

出発直前に自治大学校卒業生の先輩方よ

り「全国から集まる選りすぐりの自治体職

員と交流を深め、共に学び、これから君の貴

重な財産となるネットワークづくりに励ん

できなさい。」と激励いただき心を奮い立た

せ東京に向かいました。 

 

３ 貴重な経験 

 これから寮生活や様々な研修、健康管理

など期待 

 

 

 

 

 

など期待と不安が入り交じる中、同期研修

生の最年長者として依頼を受けた入校式で

の研修生代表あいさつを行わせていただい

たことは貴重な経験となりました。 

「○○生代表あいさつ」を務めたのは何

十年も前の中学生以来であったため、しば

らく感じることのなかった緊張感を味わう

ことができました。 

ステージ上できちんと発声できていたの

か？話すスピードは大丈夫だったのか？卒

業した今でもあの緊張を忘れることはあり

ません。 

 

４ 第２部課程第 196 期 

 ５月 30 日～７月 20 日の約２か月間の第

２部課程研修では、各分野において第一線

で活躍されている講師陣による講義、講師

養成課目、各種演習がありました。 

 講義では、現在、地方公共団体をめぐる最

新の話題や地方自治体が抱える課題につい

て、具体的事例を交えたお話など様々な角

度からの考察を幅広く学ぶことができまし

た。 

住民のためのまちづくり、住民に寄り添

った地方自治体職員であるべきことを再確

認できました。 

講師養成課目では、レッスンプランやレ

ジュメ等を作成し、スピーチ練習、模擬講義

演習を行いました。レジュメ作成では、自分

の知識不足とプレゼンテーション能力の低

さを痛感しましたが、同期生からのフィー

ドバックと、講師の的確なアドバイスによ

り何が今後必要かを考えることができまし

た。 
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 演習では全国の自治体における取組事例

をグループで検討するテキスト型演習、研

修生所属自治体における課題を検討する持

寄型演習、第２部課程でのメイン演習とな

る政策立案演習がありました。 

 政策立案演習は、対象とする自治体の現

状分析～課題整理～他自治体の参考事例～

政策提言～発表と、実際の政策として成り

立つものを首長へ提言することを想定して

５～６人の班ごとに調査、研究、討議するも

のでした。 

私の所属した班では、「大規模水害時にお

ける情報伝達手段と避難手法の確立」をテ

ーマに、私が所属する加茂市に政策提言を

行うこととして企画立案を行いました。 

現在の加茂市の現状において、どうした

ら住民が安全にかつ、迅速に避難できるの

か？あらゆる方向からの分析、長野県での

視察を通しての事例研究、様々な情報収集

など時間をかけてグループメンバーで議論

を重ね、また、内部・外部講師からの助言を

受け提言を発表することができました。 

この演習は、問題発見能力、問題解決能力

を身に着け、メンバー各自の経験や知識を

活かし、意見を積極的に交わすことで政策

立案能力、コミュニケーション能力、プレゼ

ンテーション能力向上につながる素晴らし

い経験となりました。 

 

５ 寮生活 

 学生時代の一人暮らしを思い出しました。

50 歳にもなって恥ずかしいのですが、最初

は軽いホームシックにかかりました。 

しかし、同期メンバー、フロアメンバーと

親交を深めるにつれ寮生活にも慣れ、充実

した日々を過ごすことができました。 

特に、フロアメンバーとは一緒に過ごす

時間も長く、談話室で語り合い、酒を酌み交

わし、休日には出掛けたりと笑いあり、時に

は涙ありの思い出に残る２か月間でした。 

このように過ごせたのも、素晴らしい仲

間たちと出会えたことと感謝しています。 

一生の宝物です。 

 

６ おわりに 

 自治大学校卒業生である誇りを胸に、得

た知識や経験、ネットワークを活かし自治

体職員としての職務を遂行していきたいと

思います。 

最後に、自治大学校入校に際し背中を押

してくださった職場の上司や同僚、自治大

学校卒業生の先輩方、お世話になった自治

大学校の教官、職員の皆さまに心より感謝

申し上げ「自治大卒業生の声」とさせていた

だきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲洗心寮７階フロアメンバー 


